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はじめに 現在、多くの白色 LED は青色 LED と黄色蛍光体を組み合わせたものであるが、演色

性やコストに課題がある。そこで、幅広いバンドギャップを持つことから白色発光が得られる可

能性がある窒化炭素(CN:Carbon Nitride)に着目し、加熱を行った場合の影響について研究を行った。 

実験方法 紫外線オゾン洗浄を行った基板上にグラファイトターゲットと N2, Arの混合ガスを用

いて DC マグネトロンスパッタリングで CN薄膜を成膜した。成膜条件は DC 電力 1 kW、圧力 20 

Pa、成膜時間 30 min. とした。成膜後、電気炉を用いて大気圧で 100, 200, 300 ℃で 1 hアニール

処理を行った。試料について AFM(Atomic Force Microscope)測定と He-Cdレーザー(波長 325 nm)

を照射し、PL(Photoluminescence)測定を行った。 

実験結果 Fig. 1に CN薄膜の表面形状及び断面像を示す。Fig. 1(a)熱処理前の表面では凹凸 10 nm

程度の粒子が分布しているのがわかるが、Fig. 1 (b)熱処理 100 ℃、Fig. 1 (c)熱処理 200 ℃では粒

子が集まり、Fig. 1 (c)熱処理 300 ℃では粒径が大きくなっていることがわかる。Raの値は Fig. 1 (a)

から Fig. 1 (b), Fig. 1 (c)と減少し、CN薄膜表面が不連続となった Fig. 1 (d)では最大の値となった。

次に、Fig. 2に PLスペクトルを示す。熱処理前のピークに比べ熱処理 100 ℃、200 ℃では 1.5倍

程度まで上昇したが、熱処理 300 ℃では発光強度が減少した。 

      

Fig. 1 AFM images of the annealed CN thin films. Fig. 2 PL spectra of the annealed CN thin films. 
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